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The Joyo 
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塩谷直美展
硝 子 こ と ば

N A O M I  S H I O Y A

TALK ING  G L ASS

休館日/毎週日曜日・月曜日
Closed days: Every Sunday and Monday

常陽銀行本店ショーウィンドウ（水戸市南町2-5-5）
｢ 硝子・ことば・形  SHAPE OF TALKING GLASS ｣

2026年4月2日㈭～7月下旬まで塩谷直美作品展示

The Joyo Siryokan │常陽史料館│入場無料│Free admission
茨城県水戸市備前町6-71

6-71 Bizenmachi, Mito, Ibaraki, Japan 310-0024

am10:00～pm5:00

|  ご一緒に  |



貨幣や銀行に関する資料を展示しております。

貨幣ギャラリー

史料ライブラリー

郷土の芸術・文化や金融、歴史に関する図書資料をご覧になれます。
常陽史料館
Tel.029-228-1781
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50

JR水戸駅北口より、大工町方面行きバスで泉町1丁目下車徒歩7分

水戸市備前町 6-71

収集 Collection（各14×10㎝程度、サイズ可変）

木々の声 Woods（6×6×12～17㎝） 三日月の影 The Shadow of The Crescent Moon（48×7×28㎝）

港にて Unloading（2.5㎝角：1000個、サイズ可変）

塩谷直美展
硝子ことば

入場
無料

ガラス作家・塩谷直美さん（東京都出身、水戸市在住）は詩などの言葉にインスパイアされ膨らませたイメージを、ガラスの塊で表現しています。
塩谷さんは多摩美術大学でガラス工芸に出会い都内に工房を構え独立しました。同業の鵜沢文明氏と結婚後は滋賀県に移転します。その後職を得
て渡仏しコールドキャスト（＊）技法によるオブジェ制作をはじめました。帰国を機に茨城県の里美村（現・常陸太田市）へ。フランスやアメリカなど主
に海外で発表してきましたが、現在は水戸市に拠点を移し「どこかの」というギャラリーとアトリエを運営し活動しています。本展は、鋳込技法特有の
豊かな表情で温もりを伝える塩谷さんのオブジェ23点を展示します。

NAOMI  SHIOYA
TALKING GLASS

*コールドキャスト…耐火石膏型（鋳型）にガラス片を詰め窯の中で焼成・溶融する技法

限られた命という時間の中で
奇跡のような運命のような
偶然のような出会いを
一つでも多く拾い上げて
自分の言葉と形にしたい

なぜって
楽しいから

それに気づいた１９９４年から
２０２５年までの作品の一部を
並べてみました

　　　　　　　　 塩谷直美


